3 ぺ 了 弘前 紅葉 の ライ ト ア ッ プ や 晩秋 の 奥 入 瀬 八甲田 る 訪ね る 晩秋 の た び 


弘前 ・ 菊 と 紅葉 まつ り 
晩秋 の 奥 入 瀬 と 八甲田 ホテ ル 


行人 (KAO り 


| 申 | 遇 天地 3 人 


| 140,000 円 148, 000 162.000 円 
- 理 玉 160.000 円 168.000 円 182.000 円 


同 募集 コー ス で す 。 泊 生 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
バス 会 社 : 弘 両 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


バス 当 空 機 


どっ た 苑 の トピ アリ ー、 有 丹精 込め て 造ら れ た 大 給 、 中 槍 、 砂 上 

が 見 事 に 咲き 競い 、 十 城 の 秋 を 演出 ) 津軽 の 食材 を 生か し た 会 席料 理 と 幻 の 津 
軽 そば 夕食 一 弘前 公園 (弘前 城 天 守 や 橋 、 厳 門 の 適 常 ライ ト ア 

み じ と 桜の 紅葉 の 特別 ライ ト ア ッ プ さ れ た 国内 を 散策 ) つ 夜 

ティ 泊 ( 全 室 シモ ンズ ベッ ド 完 備 、 地産 食材 を 使っ 


午前 : 宿 一 康 楽 館 ( 国 重 要 文 化 財 の 芝 計 小 屋内 部 見 学 も 


要 文 化 財 の 下 築 美 ) 大湯 スト ー ン サー クル 館 … 世界 遺産 の 縄文 遺跡 ・ 大 湯 環 
状 列石 を 案内 ガイ ド と 見 学 つ 発条 幅 (十和田 消 を 見 下ろ す 人 気 の 展望 台 ) > 銚子 
大 滝 一 紅葉 の 奥 入 灘 渓 渡 ド ライ ブー 訪 沼 ( 邊 を の む ほ ど 美しい 真っ 赤 に 委 ま る 
絶景 )ー タ 刻 : 八 甲田 木 テ ル 泊 (タタ 食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナ ー、 青 森 ヒ パ が 香る 自 
家 源泉 か け 流し の 湯 も お 楽し み 下 さい ) ※ 希 望 者 は 酸 ヶ 湯 温泉 ・ 名 物 千 人 風呂 な 
ど 自 由 に 


午前 : 宿 一 城 ヶ 倉 大 橋 (渓谷 美 ) 太宰 治 記念 館 
三味 線 会 館 (演奏 ライ ブ ) 太宰 治 貴 開 の 家 ( 旧 


上陽 館 ) 寿司 昼食 津軽 
新座 敷 ) 


GBD きみ 日 を きむ 露天 風呂 で 有名 な お 宿 に 宿泊 し 、 
名 所 も 訪ね ます 


五 能 線 リゾ ー ト し ら か みて 行く 


落日 の 日 本 海 ・ 不老 ふ 死 温 量 泉 と 男鹿 半島 最 ウ 人 行人 由 12 名 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| MeB | Be| 3 人 
127,000 円 130,000 円 140.000 幅 
「148.000 円 


和室 また は 洋室 ※ 現 地 合 流 
さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ 
十 湖 
プ ナ 林 散 策 道 


ー バ ス 故 基 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


つ 拘 返り 渓谷 (紅葉 名 所 、 色 づく 渓谷 を 散策 ご 抱 返 り 神社 、 神 野 岩 橋 、 英 本 の 石 、 
若狭 の 急流 ) ユタ 刻 : 秋 田 キ ャ ッ ス ル ホ テル 泊 和洋 折 表 夕食 ) 


午前 10 時 頃 ま で 自由 行動 > 秋田 ニ リリ ー ト し ら か み 号 ( 風 交 明 煽 な 日 本 
海 を 走る ロー カル 線 ・ 五 能 線 の 観光 列車 に 乗車) ニ 千畳敷 (日 本 海 に 広がる 景勝 地 ) 
ユタ 列 : 黄 金崎 ・ 不 老 ふ 死 温泉 泊 (早め の 到着 、 落 日 の 情景 を 楽し む 日 本 海 
に 面 し た 海辺 の 露天 風呂 、 和 食 タ 食 ) 


午前 : 宿 白神 山麓 ・ 十 二 湖 (神秘 の 青池 ) つ 入 道 崎 ( 北 40 度 、 入 道庁 灯台 か ら 
日 本 海 を 一 也 ) > 真山 神社 (な ま は げ 伝 説 発 符 の 地 、 な ま は げ 量 や 伝 承 志 見 学 ) > 


6AEB5Fe0 


ss 
3 | 6CEB5F60 


最少 催行 人 上 : 11 名 


弘前 公園 ライ ト ア ッ プ 紅葉 の 奥 入 瀬 渓流 


八甲田 ホテ ル 大 浴場 


八甲田 ホテ ル 夕食 


山々 が 色づき は じ め る と 、 少 し 遅れ て 津軽 の 活魚 
や か な 色 に 染まり 、 約 前 公園 の 紅葉 $1000 本 の 楓 、 
2600 本 の 桜 が 美しい 色 を 放ち ます 。 鮮やか な お 城 の 
紅葉 の 中 で 行わ れる 紗 前 城 殴 と 紅葉 まつ り に ライ ト 
アッ プ も 楽し み ま す 、 翌 日 は 八甲田 山麓 の ブナ 原生 
林 に 囲ま れ た 、 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 ・ 久 甲 
田 ホ テル に 宿泊 、 晩 秋 の 紅葉 の 旅 を ぉ 楽し み 下 さい 。 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEB5F50 | 本 


24 大 阪 発 | CEB5F50 


リゾ ー ト し ら か み 紅葉 の 抱 返り 渓谷 


不 考 ふ 死 温泉 
海辺 の 露天 風呂 夕景 


不 考 ぶ 死 温泉 新館 ・ 大 治 場 


落日 の 日 本 海 で 有名 な 「 不 老 ょ ふ 死 温泉 」 に 宿泊 、16 
時 以降 は 宿泊 客 専用 の お も て な し 。 測 騒 に 耳 を 傾け 
輝く 海原 を 主 む 至福 の と き 、 夕 陽 の 沈む 時 間 帯 は 感 
動 の 瞬間 で す 。 能 線 で 車窓 か ら の 日 本 海 の 眺 めも 
楽し む ロ ー カ ル 線 の 旅 も プラ ス 、 紅葉 名 所 や 十 二 潮 
散策 な ど 自 然 も 満喫 し 男鹿 半島 へ も 足 を の ば し ます 。 
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| ー+V み デコ | 


| 落と で 故 対 | で ゴ 斗 醒 ・ 拓 GS 隊 SYeE に | 


潤 咽 


EEE 


牧 剖 つの 〇 ー 


| に ドド いま ココ | 


